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取巧説明書 幅 S 情品 

省エネル幸一高効率コン□バーナ 

従来のコン□に比べ、熱効率び大幅に向上して 
いますのでガス代を節約でさます。 

ipia 天ぷ5油過熱防止機能 

調理油の過熱を防止するために、温度センサー 
び消乂温度になると自動的にガスを止め消乂し 
ます。 

ipia 焦げつき消乂機能 

煮物などの調理時になべ底び焦げつさはじめる 
と自動的にガスを止め消乂します。 

(なべの材質、調理物の種類、乂力によって焦 
げの程度は異なります。） 

消し忘れ消乂機能 

万一の消し忘れのために、点乂後、約120分 
経過すると自動消乂します。高温での調理び 
続いた場合には、約30分で自動消乂します。 


底証書付]侵庭甸 


PD - K 1 EH 

PD - K 1 EH-B 

P 1 G 310 A 0 NHN 


このたびはガスビルトイン機器をお求め 
いたださまして、ありがと5ございます。 


•正しく安全にお使いいただくために、 
ご使用前にこの「取扱説明書」を必ず 
最初から順番にお読みいたださ、よく 
理解してくださるようお願いいたしま 
す。また、この「取扱説明書」をいつ 
でもすぐに取り出せるところに大切に 
保管しておいてください。 

•この「取扱説明書」に書かれている内 
容1外ではご使用にならないでくださ 
い。 

• 「取扱説明書」を紛失された場合はお 
近くの当社までお問い合わせください。 


各部のなまス 



Palomo 


♦ —。、し-- 

各部のなまス-表紙 

必ずお守りください-1 

設置にっしに- 6 

コン□の使いかた- 8 

安全装置につしに-10 

点検とお手入れ-10 

故障かな？と思った!5-12 

保管とアフターサービス-- - 13 

仕様-14 

保証書-裏 




































安をに正しくお巧いいただくために 

必ずお巧0< ださし、 


製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにこの取 
扱説明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 



A ち巧 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負う危険、または 
火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負う可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 5主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害のみ 
の発生び想定される内容を示しています。 


絵表示について次のような意味びあります。 

Q ® ® 

一般的 乂気禁止 分解禁止 

な禁止 


A 〇 © 

発乂ま意 必ず行う 換気必要 


。么危巧 


■ガス漏れ時使用厳禁 


ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業者）の 
処置び終わるまでの間、絶対に火を付けたり電気器具 
(換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグの 
抜さ差しおよび周辺で電話を使用しないで<ださい。 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあります。 

① すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 

② 窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③ お近くのガス事業者まで連絡する。 





〇 



A 警告 


■機器の銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）の適合を確認ずる 

表示のガス種び一致しないと不完全燃 
焼による一酸化炭素中毒になったり、 

爆発着火でやけどをしたり、機器び故 
障する場合びあります。特に転居した 
場合は必ずガス種び一致しているか確 
認してください。 

* おわかりにならない場合または合 
っていない場合はお買い上げの販 
売店かお近 < のガス事業者までご 
連絡ください。 

* 銘板は機器内部に貼り付けしてあります。 
ごとく、受け皿をはずしてご確認ください。 



【例】銘板 （LP ガスの場合） 


〇 


器具名 


n 型式名 


^ガス消費量 


器具名: PD - K 1 EH -6 


A 1 -2-4 (3) 


LP ガス用 


-みみ，ネ求一みみネ求ネ求 


2.4 已 kW 
パ□マ 


製造番号 

——ガスの種類 

およびグループ 
例）•都市ガス用 12 A ，13 A 
- LP ガス用 
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广 A 警告- 

■絶巧に改造-分解は行わない ■異常時-緊急時の処置 


改造-分解は一酸化炭素中毒やガス漏れなどの 
思わめ事故や故障、火災の原因になります。 



① 点火しない場合または、使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で消火し 
た場合、地震、火災など緊急の場合はただちに 
使用を中止し、ガス栓を閉じる。 

② 「故障かな？と思ったら」に従い処置する。 

③ 上記の処置をしてち直らない場合は使用を中止 
し、お買い上げの販売店かおお<の当社まで連 
絡する。 


■乂をつけたまま機器か5絶対に離れ 
ない、外出、就寝をしない 

料理中のをのび焦げたり燃えたりして火災の原 
因になります。とくに天ぷら、揚げものをして 
いるとさは注意してください。 


咬 W 寺み 

①消乂 ⑨ガスをを閉じる 




Q 


■機器の上や周囲には可燃物や弓 I 乂物を 
置かない、近づけない 

ペットボトル、調理油などは火災の原因になり 
ます。また、スプレー吿やカセットコン□用ボ 
ンべなどは、熱でスプレー吿内の圧力び上がり 
スプレー吿び爆発するおそれびあります。 



0 


■機器の周囲では弓 I 义のおそれの 
あるものを使用しない 

スプレー、ガソリン、ベンジン 
などは、引乂して火災のおそれ 
びあります。 、 


が 



■市販の補助具を使用しない 

市販の補助具（省エネ性をうたった補助具、市 
販のアル5はく製しる受け皿、焼網など）を使 
用しないで<ださい。一酸化炭素中毒や、異常 
燃焼、点火不良のおそれびあります。また、卜 
ッププレートやごとくの変色、変形の原因にを 
なります。 



■ねじ接続 

この機器の接続は配管技能者び行5 
ため、お買い上げの販売店に依頼し 
て < ださい。 


〇 


■点义操作、消乂操作をしたとさは 
必ず炎を確認ずる 

就寝-外出時は機器のガス栓を閉じて mm 
ください。 
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必ずお守 D < だをい 


r - A 警告 


■当社の純正部品を使用ずる 

補修用性能部品および補助員は当社の 
純正部品1^|外は使わないでください。 
それ外のをのを使用した場合の機器 
の故障、事故については、当社では責 
任を負いかねます。 



广 A ; 主局 

■ガス事故防止（換気に注意) 


■コン□を覆うような大きな 
鉄板類やなべは使わない 




不完全燃焼や機器の異常過熱、 
ごとくの変形、トッププレート 
の損傷の原因になります。 



■調理 m 外の用途には使わない 



閉めさった部屋で長時間使用しないで、使用中 
は窓を開けるか換気扇を回してください。一酸 
化炭素中毒の原因になります。また、ストーブ 
など他の燃焼機器を長時間使用している部屋で 
お使いの場合は、点火しにくかったり、正常に 
燃焼しない場合びあります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用 
する場合は、換気扇を回さず窓などを開けて 
換気してください。換気扇を回すと自然排気 
式給湯器および風呂蓋の排気ガスび屋内に流 
れ込むおそれびあります。 



過熱-異常燃焼による機器焼損や火災の原因に 
なります。 



S) 


■ごとくをはずして使用しない 


なべなどを直接コン□において使用しないで 
ください。不完全燃焼や機器焼損の原因にな 


ります。 



S) 


■使用中はコン□の奥へ手をの 
ばしたり、身体の一部や巧服 
を炎 • バーナに近づけない 


Q 


袖やエプ□ンなど衣服に着火したり、 
熱によるやけどのおそれがあります。 
なべを動かすとさや、温度センサーび 
作動し炎の大ささび自動的に弱火から 
強火へ変化する場合に炎びなべ底から 
あ店^れることびあるため注意してくだ 
さい。 


■ 点乂操作時や使用中はバーナ 
付近に触れたり、顔を近づけ 
たりしない 


0 


衣服に炎び移ったり、熱や 
炎でやけどをするおそれが 
あります。 
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■ごとくにま定してのるなベを使用ずる 

底びすべりやすいなべ、径のルさいなべなど 
不安定ななべは使用しないでください。傾い 
てやけどのおそれびあります。 



■使用中や使用直後は操作部 tu 外は 
触5ない 


機器本体とその周辺および調理道具び熱くなる 
ため、やけどをするおそれびあります。 

* 特に小さなおテさまびいる家庭では注意して 
<ださい。 



S) 























































戸 A ミ主息 I ■ 

■この機器の点乂装置外の方法では 
点义しない 

やけどをするおそれびあります。 



■バーナ夺ヤップを水洗いしたときは 
水気を十分ふき取る 


水滴びバーナに落ち 
て目づまりし、点乂 
不良になることがあ 
ります。 



■点検-お手入れの際は必ず手袋を 
して行う 

手袋をしないでお手 
入れすると機器の突 
起物などでけびをす 
ることびあります。 

W WL 手袋 


■水平でを定したところに設置ずる 

機器び傾いていると、調理中の鍋などび滑り落 
ちて、やけどやけびをするおそれびあります。 


また事故や故障の原因になります。 


赴 

0 

■窓か 5 吹き込む風や;令暖房機器の風、 
扇風機の風などを機器にあてない 

機器焼損や作動不良の原因に 
なります。 

S) 

■幼児や小さな子供に触 5 せない 


思わめ事故の原因になります。 

Q 



■やかん、なべなどの大きさに合わせて 
乂力を調節ずる 


火力び強すざると、やけどのおそれやなべ 


などの取っ手び破損する原因になります。 

S) 

|' grn 


■点乂操作をしてち点乂しない場合は 
操作つまみを戻して、周囲のガスが 
なくなつてか 5 再度点义操作をずる 


すぐに点乂操作をすると周囲のガス 
に点乂して、衣服に燃え移ったり、 
やけどをするおそれびあります。 



■みそ汁などを温めなおずとさは义力を 
弱めにして、よ<かさ混ぜなが 5 温め 
る 

強火で急に温め直すとなべ底に沈んだみそび 
突然噴さ上がり（突沸現象）、みそ汁などび 
飛び散ったり、なべびはね上がってひっくり 
返ることびあります。特に、だし入 
り豆みそ（赤みそなど）にを意して 
<ださい。 




) 【突沸現象について】 

突沸現象とは、突然に沸騰する現象です。水、 
牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体 
を温めるとさに、ささいなさっかけ（容器をゆ 
する、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直 
乂でこれらを温めるとさにち起さることびあり 
ます。 

この現象び調理中に起さると、なべびはねあが 
ったり、高温の液体び飛び散るため、やけどや 
ケガをするおそれびあります。これらの予防法 
として次の点にご注意ください。 

参カレー、 S —トソースなどのとろみのある料 
理やみそ汁などの汁物の温めは弱乂でかさ混 
ぜなびら加熱する。（強乂で急に加熱しない。） 
参熱々の汁物に塩、砂糖などの調味料を入れる 
場合は、少しさましてから行ラ。 

参鍋の大ささにあった乂力で加熱する。 
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必ずお守 D < ださい 


广 おねかし、 、 

■この製品は家庭用ですので業務用のような使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。この場合の 
修理は保証期間内でち有償となります。 

■使用中をとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。ちし、お客様で旧機器の処理 
をする場合、乾電池を使用している機器は、乾電池を取り外してから正規の処理を行ってください。 
■初めて使ラとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。配管内に空気び入って 
いるためです。繰り返し点火操作してください。 

、— ■ ✓ 


L 活度センサーを正し<作動させるために必ずお守0<ださい 


この製品はコン n に温度センサーびついています。 


温度センサー 


A 警告 



■耐熱ガラス容器、±なべなど、熱が伝わり 
にくいちので揚げらの調理はしない 


天ぷら油過熱防止機能び働かず、発火する 
ことびあります。 



が 


耐熱 ±なべ 圧力なベ 

ガラスなベ 


打ち出し 

なべ 


0 

丸底中華 
なべ 


■揚げもの調理には200 mfi 
の油を入れる 

調理油の量び200 mG 未満の場合、温度 
センサーび働かず発火することびあり 


ます。 



〇 

200 mfilU 上の 
油を入れる 


■温度センサーの上面となべ底の中/こ、が密着していないとさは、使用しない 

そのまま使用すると温度センサーび働かず調理油び発乂することびあります。 

なべ底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにしてください。また、安定性の悪いなべは使用 
しないでください。なべの重さは調理物を含め3日日 giJl 上び必要です。 


300呂 


り 


® 福 V 


么注意 


温度センサー 
に密着させる 


異物 ド^ s ^傾き 




■温度センヴーに強いショックや夺ズを与えない 

温度センヴーび故障する原因となります。 





Q 


■温度センヴーがスムーズに上下に動<か確認ずる 
また温度センヴーとなべ底の密着ずる部分はいつら清潔にしておく 

汚れび付着したり、動さび悪いと温度センサーびなべ底の温度を正しく 
感知できず、調理油の発火の原因になります。お手入れしてを温度セン 
ヴーの動さび悪いとさはお買い上げの販売店かお近くの当社までご連絡 
<ださい。 


〇 


































































旦設置について 


* 工事説明書と合わせてご覧になり、 
工事説明書通り正し < 設置されて 
いることをご確認ください。 


■ 部品のセット 

•あて紙や捆包部材やテープを取り除く。 


•ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示 
されているガスの種類び合っているか確 
かめる。合っていない場合は設置をやめ 
て、お買い上げの販売店、またはお近< 
のガス事業者まで連絡する。 



ごと< 

3 本並んだ爪を 
手前にしてセツ 
卜してくださし、 


受け皿 



パーナキャップのセット 


バーナキャップ上面の 
「 A 」 を奥側にして、 
突起を切り欠さに 
はめてセツトする 


A マー ク 


突起 


切り欠さ 



• A ま局 

浮き-傾きのないようにグ、 
セットずる 

^不完全燃焼ゃ乂災の ^ 

原因になります。 



受け皿のセツ I - 

切り欠さび奥側にくる向さに 
して、セツトする。 



切り欠さ 


12電池0"&ツト (アルカリ乾電池単 2 お 1 .5V 2 個） 

下のキャビネット扉を開けて、©©にを意して 
セツトする 



※電池ケースは 
底面の左側に 
あります。 


おねびい 

•乾電池の寿命は通常の使いかたで約1年です。 
ただし、付属の乾電池は工場出荷時に納められた 
をので、自己放電のため寿命び短くなっている場 
合びあります。 

•電池ケースに水などの異物び入った場合は、電池 
接触不良の原因となるため、店\さとってされいに 
してください。 

•乾電池は新しいをのとちいをの、または違ラ種類 
のちのを憑ぜて使わないでください。寿命び短く 
なりますし、乾電池び液漏れすることをあります。 
•乾電池はアルカリ乾電池をご使用ください。 
マンガン乾電池を使用の場合は寿命び短くなります。 
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設置にごいて 


■設置場所と周囲の防义措置 

一酸化炭素中毒や乂災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。 

* 防乂措置は各地の乂災予防条例に従って行ってください。 


ド/警告 ™ 


下記の条件を満たしている場所をお選び<ださい。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行ラ場合ち設置基準をお守りください。 


•風び吹き込まない 
•水や熱びかか5ない 
参換気が良い 

•上に照明器具などの樹脂製品びない 


•水平で安定している 
参落下物の危険びない 
•上に湯沸器びない 
•周囲に可燃物びない 



周囲に可燃物 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接 
貼り付けた壁、たななど） のある場合 


• トッププレートより上の側面は1日(：の1^|上、 
トッププレートより上の後面は1己 cmiJI 上、 
上部はトツププレート上面より SOcmiJI 上 
離す 


[ 可燃物か S の離隔距離 （cm) 

上ち 

側ち 

前ち 

後ち 

、8日1；|上 

1己じ(上 

1己じ(上 

1 娘上ノ 


8 日 cmlU 上 


1 己 cmlU 上 


1 已 cmlU 上 


で 




1 己 cmlU 上 


•上記の離隔距離びとれない場合は、防熱板を 
取り付ける 


■防熱ホ反について 

別売の防熱板目または金属外の厚さ 3 m 上の不燃材を図のように取り付けてください。 

* 防熱板目は壁とトッププレートとの隙間び2日 mm 必要で、取り付けち法は壁にネジ止めとなります。 


•側面-背面 

防熱板目 


•上方 


防熱板 B ^ 

隙間 IcmiU 上 





目日 cml ； (上 


1 5 cmm 上 


OcmiU 上 


隙間を設ける 

f ただしトッププレートより 1 
、隙間が高くならないこと 


1 己 cm じ(上 


グリスフイルター 

金属 m 外の不燃材 ( Smmiu 上） 


1 5 cml；l 上 





叫 

\ 


6 \ 




っ 1 





7 




































































Q コン□のないかた 


コン□を巧ラ前に 


おねがい 

•なべに付いた水滴は店\さ取ってからごとくにのせてください。を分な熱び必要になるラえ、水滴びバー 
ナに落ちて目づまりし、点火不良になることをあります。 

•なべをごとくにのせてから点火したほラびより点火び確実になります。 

•煮こぼれに注意してください。機器の内部に浸入しますと機器故障の原因になります。また、トッププ 
レート、ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼きついたりして、機器を早くいためます。 

•使用中は、キャビネット扉をゆっくりと開閉してください。あまり強く開閉すると消火することびあり 
ます。万一消火した場合ち、立消え安全装置び作動しガスを安全に遮断します。 

♦焦げつさ消火機能び付いていてを調理によってはひどく焦げついてしまラ場合びあります。 

焦げつさやすい調理の場合、弱火でよラすを見ながら調理して<ださい。 

《焦げつさやすい調理の例》水分び少な<、調味料び多い調理-カレーやシチューの再加熱 


■温度センサーを正し<作動をせるためにお守り<ださい 

特に揚げちの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことびあります。 



揚げちの調埋時は、 200 me な上の油を入れる 

なべの重をは、食ネオを含んで300 gia 上を目まとする 

※重さはなべや取っ手の形状により異なります。 

なべ底の中 ii > を、温度センサーの頭部に密着をせる 

※なべ底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 



調埋に適したなべを選ぶ（下表） 〇 : 適する X : 適さない 


なべなどの種類 

油- 

捆理 

そ sr 

(煮物など） 

備考 

揚 ばらの 

炒めらの 

思^© 巧曾 

ホー□-ステンレスなべアルミ.無水なベ 
なべ （多層を含む）鉄なベ 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アルミ•鉄-ステンレス(多層を含む） 

フライパン 平底中華なベ 

〇 

〇 

〇 

炒めわの調理時フライパンを返す動 
作を何度も行い、温度センサーとな 
ベ底び密着していない時間び長くな 
ると、途中消火することびあります。 

天ぷ 6 なべ 

〇 



揚げわの調理外の調理には適して 
いません。 

巧感 *0* 

耐熱ガラスなベ ±なべ 圧力なベ 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

〇 

(ただし、消乂する 
場合びあります） 

揚げもの調理には適していません。 
発火することびありますので、使用 
しないで < ださい。 

巧ち出しなベ 丸底中華なベ 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げわの調理外の調理は、なべ底 
の中/ La と温度センサーの上面び密着 
していることを確かめてください。 




X 

消火したり、トッププレートの変色 
等の原因になります。 
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コン□の巧いかた 


巧用中、自動的に弱义になったとまは^【異常遇熱防止機能】が働いています 


炒めもの調理•焼きもの調理など比較的温度の高い調理や、なべのか5焼きをしたときに、弱乂強乂と乂 
力を自動調節し、なべなどの異常過熱を防止する機能でず。このが態が30分1ソ上続いた場合、または弱乂 
が態でも温度センサーび更に高い温度になった場合は自動消乂しまず。 

•から焼さなどでなべの温度び急速に上昇すると、安全のため加熱途中でち火力をいったん弱<し、異常高 
)皿(し達しないよつ火力を自動制御します。 

•なべの温度び安全な温度まで下びると再び強火（をとの火力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 自動的に炎の大ささび弱火から強火へ変化します。やけどのおそれびあるため、顔や手や衣服を炎-バー 
ナ付近には近づけないよラに注意してください。 

* 自動消火した場合は、なべなどび相当熱くなっていますので、やけどなどにを意してください。 

* 再使用する場合は、操作つまみを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作をして < ださい。 


【ワンポイント】炒めものなどの調理をする場合には、先になベを加熱し、自動的に弱火になったとさが具材の 
入れ頃です。 


コン□のほいかた 


1準備 

操作つまみび r 止」の位置にあることを確かめて、ガスおを全開にずる 


2点义 . 

①操作つまみをいっぱいに押しなび5 r 開」の位置まで回ず 


⑥手を離しても点乂していることを確認ずる 


3义力調節 . 

炎を見なび5つまみをゆっくり回ず 


•弱火でお使いの時は、立消えにご注意<ださい。 

•使用中をとさどさ燃焼を確かめてください。 

※コン□使用中、センサー温度び高くなると、自動的に強火•弱火を 
繰り返し、なべなどの異常過熱を防止する機能び作動します。 


4消义 . 

①操作つまみを「止」の位置まで戻ず 

•消火を確かめてください。 


⑥ガス栓を閉める 

* 燃焼中、ガス栓を操作しての消火はしないでください。 




弱 
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0 安全装置について 


■次の安全装置が付いています。 


安全装置 

機能説明 

処置方法（消乂に気付いたときは…） 

立消え 
安全装置 

風や煮こぼれなどで炎び消えた 
とさに自動的にガスを止めます。 

すぐに操作つまみを戻して消火状態にしてください。 
炎び消えてからガスび止まるまでしばらく時間びかか 
ります。再点火するとさは周囲にガスびなくなるのを 
まってください。 

天ぷら油 
過熱防止機能 

調理油び過熱による発火をする 
前に自動消火します。 

操作つまみを戻して消火状態にして<ださい。再点火 
する場合は、少し時間をおいてから（油の温度び適温 
になるまでそのままお待ちいただいた後）点火操作し 
て < ださい。 

* なべや調理によっては途中で消火する場合びあります。 

焦げつさ 
消火機能 

煮物等の調理中になべ底び焦げ 
つさ始めたら、自動消火します。 

操作つまみを戻して消乂状態にします。再点火時は要 
に焦げつさやすくなりますので、よラすを見ながら調 
理してください。 

* なべや調理によっては途中で消火する場合びあります。 

消し忘れ 
消火機能 

万一の消し忘れのために、点火 
後、約] 20分経過すると自動消 
火します。 

また高温状態で温度変化のない 
とさ（使用中、強火な弱火を繰 
り返しているとさ）は約30分 
経過すると自動消火します。 

操作つまみを戻して消火状態にします。 



点巧とお手入れ 


r A 注意 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障の恐れびあります。 


■スプレー式の洗剤はスプレーで直接洗剤を機器にかけない 


機器内部に洗剤び入ると、部品の作動不良や、腐食の原因 
になり、安全性を損なう可能性びあります。使用する場合 
はスポンジや布に含ませてから使用してください。 



0 


おねびい 


•点検とお手入れは、ガス栓を閉め、機器び冷えてから手袋をして行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

•日常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

•故障または破損したと思われるちのは使用しないでください。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かお近くの 
当社にご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

•安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめします。（有償） 
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点検とお手入れ 


^点検のポイント 


* 点検は常時行ってください。 


•機器のまわりに可燃物等はありませんか？ •巧れていませんか？ 

•各部品は正しくセツトされていますか？ •ガス臭くありませんか？ 

•乾電池は消耗していませんか？ 


お手入れのしかた 


《お手入れには台所用中性說剤をお使い < ださい。 


•機器や取りはずした部品は落とさないように気を付けてください。けびや故障の原因になります。 
•工具を使用しての分解は絶対にしないで<ださい。異常作動や発火をしてけびの原因になります。 
•お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 ( 「設置について」参照) 


おねびい 

•シンナー、ベンジンや酸性•アルカ U 性洗剤は使わないでください。機器損傷の原因になります。また、 
印刷•塗装面にはみびさ粉、たわしなどの固いわのは使わないでください。表面を傷付けます。 

♦ちれはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧れび落ちにくくなり早くいたみます。 

煮こぼれをした場合はそのつどお手入れしてください。煮こぼれしたまま放置すると故障の原因になります。 


■トッププレート 

巧れたときは乾いた布で巧れをふき取る 

•巧れの落ちにくいとさは台所用中性洗剤でお手入れし、 
乾いた布で水気を店^さ取って < ださい。 

■ごとく、受け皿 

巧れたときは台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

■炎お出部、電極 

巧れや水気び付いたときはやわ5かい布でふき取る 

* 巧れや水気び付いていると点火しにくくなります。 

おねがい 

取り付け位置を動かしたり、キズを付けないで<ださい。 
故障の原因になります。 





■パーナキャップ 

炎び不ぞろいになったときは、あなやみぞをブラシやはり金等先 
の細いちのなどで掃除ずる 

* 目づまりをすると点火不良や不完全燃焼の原因になります。 



■温度センサー 

温度センヴーび巧れたときは温度センサーに 
片手を添えて水気を固くしぼった布で巧れをふき取る 

* 巧れび付いていると温度センサーの感度び悪くなります。 



側面の巧れ 
もふき取つ 
て < ださい。 









Q 巧障かな？と思った 5 


故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。 

下記の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお異常びあるとさは、お買い上げの販売店か 
お近くの当社にご連絡ください。 


現 象 

原 因 

処置方法 


ガス栓の開さ不十分 

ガス栓を全開にする 


乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 


乾電池の取り付けび悪い 

正しくセツトする 


バーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキャツプのお手入れをする 


バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 


受け皿のセット不良 

正しくセツトする 


配管内に空気び残っている 

点乂操作を繰り返す 

点乂しない 

点火操作び不適切 

操作つまみをいっぱいに押しなびら 
「開」の位置まで回す 

点乂しにくい 

炎検出部-電極び水めれしたり巧れている 

炎検出部-電極のお手入れをする 

使用中に消乂する 

アルミ道のしる受け皿を使っている 

アル S 道のしる受け皿を使わない 


LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりか 
けている 

ボンベを交換する 


温度センサーとなべ底び正し <接触してい 

温度センサーとなべ底を正しく接触 


ない 

させる 


安全装置び働いた 

安全装置び作動したとさの処置ち法 
を参照する 


使用中に、機器下ちのキャビネット扉を早 

使用中はキャビネツト扉をゆっくり 


ぐ開閉している 

開閉する 

黄色の炎で燃える 

バーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキャツプのお手入れをする 

炎が安定しない 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

異常な音をたてて燃える 

受け皿のセット不良 

正しくセツトする 

ガスのいやな臭いがする 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 


•下記の場合は故障ではありません。 


故障ではない場合 

理 由 

点乂*消火のとさに「ボッ」という音びする 

点乂時•消火時に「ボッ」という音びする場合びあります 
び、異常ではありません。 

使用中「シャー」といラ音びする 

燃焼中のガスの通過音です。異常ではありません。 

※万びーガス臭い場合は、使用を停止して<ださい。 

コン□を使用中「カチッ」という音びする 

火力を調節するとさの機器の音で、異常ではありません。 

使用中、弱火になる/火力び変化する 
コン□を使用中、強火な弱火をくり返す 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常 
ではありません。 

再点乂してわすぐ弱火になる 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常 
ではありません。しばらく待ってから再点火してください。 
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Q 保管とア フターサー ビス 


f 巧管（長期間使わないとを） W -1 

機器のガスをを必ず閉めて、乾電池を取りはずしておいてください。 

* お手入れしておくと次回使用するとさに便利です。 ( 「点検とお手入れ」参照） 


アフターサービスについて 


■点検•修理を依頼されるとを 

「故障かな？と思ったら」を見てわう一度確認していたださ、 
それでち直らないとさは、お買い上げの販売店かパ□マ 
サービスコール センターまでご連絡ください。 

パ□マサービスコールセンターは24時間受付いたしますの 
で、ご利用<ださい。 なお、 アフターサービスを お申しつけ 
のときはち記の内容をお知5せください。 




ご住所-ご氏名-電話番号 

2. 現象（できるだけ詳しく） 

3. 品名/品番 • 器具名（銘板表のちの) 

4. ご購入日•ガス種 

5. 道順•目標 


修理についての 
お問い合わせは 

パ □マサービスコールセンター 

0120 -193-860 

受付時間： 24 時間修理受付 

商品について不明な点はパ□マお客様相談室までご連絡ください。 

商品についての 
お問い合わせは 

パ□マお客様相談室 

〇已 2-824 -已14已 

受付時間：平日 S : 30-18 : 00 
(± •曰•祝日-弊社指定定休日を除く） 

干 467-8585 名ち屋市瑞穂区桃園町 6 番 23 号 


お近くの下記サービスセンターでのお問い合わせも受付しております。 

【各地区のサービスセンター】 受付時間：平日9 : 日日〜 18 : 3 日 （± •曰-祝日.弊社指定定休日を除く） 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

北 ミ 毎道 サービスセンター 
ま化 サービスセンター 
首都圏 サービスセンター 
中曰本 サービスセンター 
近 畿 サービスセンター 
中四国 サービスセンター 
九州 サービスセンター 

〒日日 1- 日日33札幌市北区北3 3条西7 T 目]-] 
f 983-0041 仙台市宮城野区南目館2日一]日 
fl 14-0015 東京都北区中里3-] ] -9 太平中里ビル2階 
干 467-8 日8日名ち屋市瑞穂区桃園町6 - 2 3 
7 550-0013 大阪市西区新町 3-13-2 日パ□マアワヴビル2階 
干732-日8日4広島市南区西蟹屋 3 T 目 8 - ] 2 
干812-日日16福岡市博多区博多駅南2 - 9 - ] 3 

01 1-726-2822 
日 22-239- 1848 
03-68 己 8-8600 
0己 2-824 -己] 0] 
06-6 己 34-67 己] 
082-262-8341 
092-472-0924 

01 1-736-7374 
022-238-0838 
03-68 己 8-8601 
052-824-5385 
06-6 己 34-67 己己 
082-263-2400 
092-471-8400 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承願います。 


■ガスの種類が変わるとさ 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上げの販売店か 
おおくの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でわ有償となります。 

■補修用性能部品の保有期間について 

補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、日年間保有しております。 

■お客様にて取り替え可能な消耗部品のご案内 

バーナキヤップ、受け皿、ごとく等び長年のご使用でいたんだ場合にはお買い求め<ださい。 


部品名 

希望小売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

ごと< 

¥ 1,050 

バーナキヤツプ 
( PD - K 1 EH • PD - K 1 EH - 巨用） 

¥ 1,470 

受け皿 

¥630 

バーナキヤツプ 

/ PD - K 1 EH -3 - PD - K 1 EH - B -3 \ 

[ PD - K ^ EH -6 - PD - K 1 EH - 巨- 6 用； 

¥840 


※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 
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■別売 ^5 品のごあんない 

次のような別売部品を用意しております。防熱板は 
「設置について」を見て、取り付けかたを確認して 
<ださい。詳細はお買い上げの販売店までおたずね 
<ださい。 



部品名 

希望小売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

防熱板目 

¥3,67己 

防熱板 C 

¥2,415 

パ□マ専用クリーナ 

¥1， S 60 




※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


■お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入について 

お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入は、お買い上げの販売店かお近くの当社サービスセンター、 
または当社ホームページ内公式部品販売サイト「パ□マ+プラス」 ( http :// www . paloma - plus . jp /) にてお買い 
求めください。お買い求めの際は、必ず銘板の器具名をお知らせください。 


パ□マの部品販売サイト 

パ□マ+プラス 




パ□マ製品の消耗部品*別売部品をインターネット販売サイトよりご購入いただけます。 

http://www.paloma-plus.jp/ 


細仕様 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することわあります。 


品名•品番 

PD - K 1 EH • PD - K 1 EH - 巨 
P 1 G 310 A 0 NHN 

器具名 

PD - K 1 EH • PD - K 1 EH - 巨 
PD - K 1 EH -3 - PD - K 1 EH - B -3 
PD - K 1 EH -6 - PD - K 1 EH - 巨-6 

型式名 

A 1-2-4 - A 1 -2-4(3) 

種 類 

ガス1□コン □ 

点乂方式 

連続放電点火 

外形寸法(機器最大) 

高さ 184 X 幅 318 X 奥行 3目 4 mm 

質量 (本体） 

3.8 Kg 

ガス接続 

Rl /2 (オ ネジ） 

安全装置 

立消え安全装置 
消し忘れ消火機能 

をげっキご肖乂機旨^ 

調理油過熱防止装置(天ぷ! 5 油過熱防止機能） 



使用ガス 
ガスグループ 

ガス消費量 kW 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

12 A 

2.7 已 

13 A 

各95 

6 A 

2.03 

L 1 

(6 B ，6 C ，7 C 用） 

2.15 

L 2 

(日 A ，5 AN ，5 目用) 

2.03 

L 3 

(4 A ，4 B ，4 C 用） 

2.03 

LP ガス用 

2.4 已 


* 型式名 A 1-2-4(3) は1 2 A ， 1 3 A ， LP ガス用 
のみです。 
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外形寸法図禅位： mm ) 




保証書; 


品名•品番 


PD - K 1 EH - PD - K 1 EH-B - P 1 G 31 OAONHN 


ガスビルトイン機器 


このたびは当社製品をお買い上げいただきましてありびとうご 

ざいます。この保証書はお客様の正常な設置•使用状態において 

万一機器本体び故障した場合には、本書の記載内 容で無料修理 

を行うことをお約束するものです。 

《無料修理規定》 pq 

1 . 取扱説明書、本体貼付けラベル等のを意書さに従った正常^設#使用 
状態で故障した場合には、お買い上げの販売店かお近くのパ□マび無 
料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店 
かお近くのパ□マにご依頼のラえ、本書をご提示ください。なお、離島 
および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要す 
る実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談<ださい。 

4. ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご 
依頼でさない場合には、お近くのパ□マへご相談ください。 


已.保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

(イ）取扱説明書によらないでご使用になったり使用上の誤りおよび不当 
な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合）、 
落下等による故障および損傷 

( A ) 公害、火災、水害、地震、落雷、凍結等の天災地変、ねずみ•鳥¬ 
くち •昆虫類の侵入、異常電圧（電気部品搭載の機器の場合）、供 
給事情（燃料•給水等）などによる故障および損傷 

(二）一般家庭用 I ソ外（例えば、業務用使用、車輛、船舶への搭載等）に 
使用された場合 I の故障および損傷 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入擦印のない場 
合、あるいは字句を書さ替えられた場合 

(へ）消耗部品の取替えおよび保守等の費用 

(卜）本書の提示びない場合 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

(This warranty is valid only in Japan .) 

7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に保管してくだ 
さい。 


お客様 

お名前 様 

保証期間 

お買い上げ 年 月 曰か61年 

ご住所干 

販売店名 

店名 

住所 

お電話 

電話番号 


な巧を巧 ii □巧 


干 467-8 日8日名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 
TEL 052 (824) 5145 



修理記録 


年月曰 

修理内容 

サービス 員@ 

















* この保証書は本書に明示した期間、条件のわとにおいて無料修理をお約束するちのです。この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、 
およびそれ！;!外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するわのではありません。なお、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買 
い上げの販売店かお近<のパ□マにお問い合わせ<ださい。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 


23. 10 


◎ KI 38 77585 




































































